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Q

学
校
耐
震
化
事
業
の
前
倒
し
な
ど

約
17
億
円
の
増
額
補
正

予  

算  

特  

別  

委  

員  

会

◎
学
校
耐
震
化
事
業

・
下
原
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事
業
……
…
…
…
…
（
１
億
８
，
０
７
０
万
円
）

・
宮
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
事
業
……
…
（
１
億
６
，
７
３
２
万
円
）

・
竹
原
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業
……
…
…
…
（
５
億
６
，
５
５
１
万
円
）

・
萩
原
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業
……
…
…
…
（
５
億
４
，
４
５
７
万
円
）

◎
旧
ホ
テ
ル
下
呂
館
土
地
購
入
費
…
…
…
…
…
…
（
１
億
６
，
０
０
０
万
円
）

◎
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
額
……
…
…
…
…
…
（
６
，
６
３
２
万
円
）

◎
ニ
ホ
ン
ジ
カ
個
体
調
整
の
た
め
の
捕
獲
…
…
…
…
…
…
…
（
７
１
０
万
円
）

　
　
　

（
森
林
環
境
税
関
連
事
業
）

◎
県
道
改
良
事
業
等
負
担
金
の
増
額
…
…
…
…
…
…
…
（
２
，
４
８
１
万
円
）

（
宮
萩
原
線
・
下
山
名
丸
線
な
ど
の
県
の
事
業
の
増
）

◆
一
般
会
計
の
主
な
補
正

一
般
会
計
補
正
予
算

　

12
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
当

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
10
議
案
に
つ
い

て
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
全
て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
し
ま
し
た
。

　

 

公
共
事
業
基
金
の
取
り
崩
し
が
あ
る

が
、
公
共
事
業
基
金
と
は
何
か
。

　

 

市
の
公
共
施
設
整
備
等
の
必
要
な
経

費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
積
み
立
て

を
行
っ
て
い
る
基
金
で
、
昨
年
度
末
で

11
億
円
ほ
ど
の
残
高
が
あ
り
ま
す
。
平

成
20
年
度
か
ら
は
下
呂
温
泉
病
院
跡
地

活
用
の
た
め
に
年
１
億
円
と
、
昨
年
度

か
ら
観
光
事
業
の
た
め
に
入
湯
税
を
年

５
千
万
円
積
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
１
億
６
千
万
円
取
り
崩
し
ま
す
が
、

９
月
に
積
み
増
し
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
24
年
度
末
で
14
億
円
の
残
高
見
込

み
と
な
り
ま
す
。

　

 

旧
ホ
テ
ル
下
呂
館
跡
地
の
購
入
に
つ

い
て
は
建
物
を
活
用
す
る
予
定
は
あ
る

の
か
。

　

 

建
物
に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
が
十
分

で
な
い
こ
と
か
ら
活
用
せ
ず
、
取
り
壊

す
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

 

３
月
定
例
会
で
債
務
負
担
行
為
が
可

決
さ
れ
８
ヶ
月
が
経
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
形
で
活
用
す
る
の
か
が
見
え
て
こ

な
い
が

　
 

市
街
地
の
駐
車
場
不
足
や
、
ま
ち
歩

き
の
誘
発
な
ど
の
有
効
な
手
だ
て
と
し

て
、
ま
た
全
産
業
の
核
と
な
る
よ
う
な

施
設
を
検
討
し
た
い
。

　

 

15
年
後
の
リ
ニ
ア
開
通
を
ふ
ま
え
今

か
ら
市
内
各
地
域
に
お
い
て
先
行
投
資

を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
皿
づ
く
り
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
旧
ホ
テ
ル
下
呂
館
跡

地
に
つ
い
て
も
、大
き
な
出
資
で
あ
る
が
、

効
果
が
あ
る
活
用
方
法
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
。
計
画
の
段
階
で
駐
車
場
に
し

て
活
用
す
る
手
段
も
あ
る
と
思
う
が

　

 

そ
う
い
っ
た
活
用
方
法
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
た
い
。

　

 

野
生
生
物
保
護
管
理
事
業
に
つ
い
て

の
詳
細
は

　

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
対
象
に
７
５
０
頭
の

捕
獲
を
行
い
ま
す
。
県
の
調
査
で
は
県

内
に
５
万
頭
生
息
し
て
お
り
、
年
２
割

の
割
合
で
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
市

内
で
も
農
務
課
で
夜
間
に
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
多
数
生
息
を
確
認
し
て
お

り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
民
家
の
周
辺
ま

で
下
り
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

 

竹
原
小
学
校
・
萩
原
小
学
校
の
体
育

館
の
改
築
事
業
が
あ
る
が
、
建
て
替
え

期
間
中
の
代
替
え
施
設
は

　

 

現
在
学
校
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
竹
原
小
学
校
は
上
原
小
学
校
と
の

交
流
も
含
め
て
上
原
小
体
育
館
を
利
用

し
た
り
、
近
く
に
あ
る
竹
原
中
学
校
の

体
育
館
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
萩
原
小

学
校
は
あ
さ
ぎ
り
体
育
館
の
利
用
や
、

式
典
な
ど
は
星
雲
会
館
の
利
用
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

萩原小学校体育館完成イメージ図
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合
併
10
周
年
に
向
け
て

定
住
者
を
増
や
し
て
下
呂
市
を
元
気
に
！

来
を
切
り
開
け
る
状
況
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
の
組
織
の
選
択
と
集
中
に
つ
い
て

　

部
局
の
再
検
討
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設

置
・
民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
市　

長

　

部
局
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
総
務
部
・

経
営
管
理
部
を
中
心
と
し
て
将
来
を
見
通

し
た
組
織
の
姿
に
つ
い
て
、
合
併
特
例
期

間
が
終
了
す
る
31
年
度
を
目
処
と
し
て
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
25
年
夏
く
ら
い

ま
で
に
は
素
案
と
方
向
性
を
示
し
た
い
で

す
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
専
門
的
に
調
査
・
研
究
す
る
組
織
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
全
て

の
職
員
に
新
し
い
発
想
で
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
総
務
部
長

　

民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
部
局
が
「
地
域
力
」
と
連
動
し
た

事
務
事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
中
で
民
間
に
委
ね
ら
れ
る
部

分
は
委
ね
て
行
き
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
童
に
対
す
る
学
校

側
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
教
育
長

　

対
象
児
童
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
新

入
生
は
入
学
説
明
会
の
時
、
在
校
生
は
、

健
康
診
断
や
保
護
者
の
申
し
出
に
よ
り

行
っ
て
い
ま
す
。給
食
対
応
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
と
の
面
談
や
医
師
の
意
見
書
を

基
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
示
す
食
品

を
取
り
除
い
た
り
、
他
の
食
品
に
替
え

た
り
し
て
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

行
う
新
規
就
農
者
確
保
の
相
談
会
で
、

下
呂
市
の
生
活
情
報
を
含
め
た
各
種
の

情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
関
係
課
の
連

携
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家
対
策
は
、

行
政
の
不
動
産
へ
の
関
わ
り
方
も
考
慮

し
つ
つ
、
不
動
産
関
係
者
と
の
協
議
を

進
め
て
い
く
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
公
の
施
設
の
見
直
し
」
は
い
つ
か
ら

取
組
む
の
か
。
こ
れ
か
ら
は
各
施
設
ご

と
に
、
コ
ス
ト
に
意
識
を
持
ち
、
地
域

に
合
っ
た
施
設
運
営
を
行
う
事
が
必
要

で
す
。
市
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
を

す
る
必
要
が
あ
る
が
そ
の
取
組
は

◆
経
営
管
理
部
長

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
進

め
る
『
地
域
力
を
生
か
し
た
新
し
い
下

呂
市
の
自
治
体
運
営
』
の
形
成
を
目
指

し
た
「
地
域
力
の
強
化
」
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
何
と

か
存
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
そ
の
「
方

法
」
を
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
く
と
い
う

姿
勢
で
す
。
コ
ス
ト
面
を
は
じ
め
利
用

状
況
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
、

地
域
が
担
う
こ
と
で
効
率
よ
く
機
能
す

る
も
の
、
行
政
が
守
っ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
を
考
慮
し
、
来
年
度
中

頃
ま
で
に
は
見
直
し
に
よ
る
年
次
計
画

を
示
し
て
い
き
ま
す
。

合
併
10
周
年
に
向
け
て

　

次
年
度
、
平
成
25
年
度
に
下
呂
市
制

誕
生
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
市
民
憲
章
の
進
捗
状
況
は

◆
経
営
管
理
部
長

　

平
成
26
年
３
月
の
制
定
を
目
指
し
て

お
り
、
市
民
憲
章
検
討
委
員
会
の
委
員

を
各
地
域
審
議
会
よ
り
選
出
を
い
た
だ

き
近
日
中
に
第
１
回
目
の
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
地

域
に
誇
り
が
持
て
る
こ
と
」「
市
の
一
体

感
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
」
を
目
指
す
も

の
と
し
て
市
長
か
ら
指
示
が
あ
り
ま
し

た
。
市
民
か
ら
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
市
政
懇
談
会
で
実
感
さ
れ
た
こ
と
は

◆
市　

長

　

各
地
域
で
前
向
き
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
相
対
的
に
下
呂
市
の
事
を

心
配
し
て
い
る
意
見
が
あ
り
、
と
て
も

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
市
制
10
周
年
に
向
け
て
市
長
の
思
い

を
伺
う
。

◆
市　

長

　

地
域
力
と
行
政
が
連
動
し
な
が
ら
未

　

移
住
者
を
増
や
す
事
や
、
下
呂
市
を

も
っ
と
全
国
の
方
に
広
報
す
る
た
め
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
有
効
に
利
用
し
、

も
っ
と
も
っ
と
下
呂
市
を
広
く
公
開
す

る
事
を
願
う
。

　

少
子
化
問
題
は
、
全
国
的
な
問
題
で

す
が
、
最
近
は
都
会
か
ら
田
舎
へ
と
移

住
を
考
え
て
い
る
若
い
人
た
ち
が
多
く

い
ま
す
。
人
を
増
や
す
事
は
少
子
化
解

消
の
一
歩
と
考
え
、
下
呂
市
へ
の
移
住

者
を
増
や
す
た
め
に
何
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
他
地
域
で
は
空
家
バ
ン
ク
等
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
人
口
の
デ
ー
タ
で

は
10
代
20
代
の
転
出
が
多
い
。
産
業
振

興
策
は
今
後
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

下
呂
市
の
働
く
場
所
の
確
保
・
雇
用

拡
大
な
ど
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
と

し
て
は
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
小
口
融
資
事
業
・
経
営
安
定

資
金
融
資
事
業
や
企
業
立
地
促
進
支
援

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
の

分
野
で
は
、
新
規
就
農
者
確
保
の
た
め

の
国
の
支
援
策
の
活
用
や
、
市
外
か
ら

の
農
業
研
修
生
に
対
す
る
住
宅
費
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
１
月
に
県
が

 一　般　質　問 13 人が市政を問う

服 部 秀 洋 議 員
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今 井 政 嘉 議 員

４　番


